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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、応力場及び酸化プロセス制御によるナノ空間構造体の創製と生成機序の解明を目指すも

のである。 

目標として掲げる４課題に対し、(１)単結晶 Al ナノワイヤアレイの高密度生成とその制御機序の解

明、(２)応力場による原子拡散速度への影響及び表面酸化の動特性の解明、(３)Al ナノワイヤアレイ

による高強度、高導電性のフレキシブル透明導電膜の実現、及び(４)高密度 Cu2O ナノ構造体や Fe2O3

ナノワイヤ､ナノグラスを用いた高変換効率な水分解水素製造素子の開発に成功するなど、順調に研究

が進展している。今後はナノセンサー、ナノデバイス創製への応用展開とナノ空間制御法の実用化レベ

ルへの発展も期待される。 


